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じでした。ただ、それ以上に努力できたのは日
本に行きたいという目標があったからこその結
果だと思います。
　日本に来て私は大きな壁にぶつかりました。
中国の日本語の先生はいつも日本語で授業を
行ったし、自分も結構勉強してきたからと思い、
日常生活には問題ないだろうと自信満々でし
た。でも、どうしてなのかあまり聞き取れない
し，まったく話せません。マックで店員さんに
「店内でお召し上がりでしょうか」と聞かれた
ときは、意味がわからなくて適当に「はい」と
答えました。もし、読解の中でこの文章が出て
きたら絶対にわかります。そのとき、ふっと気
づきました。私はいつも漢字で意味を知り、読
むだけだったので、実際に日本語で言われると、
その言葉を漢字に直すまでに時間がかかりまし
た。言葉は読む，書くだけではなく、聞く、そ
して話せる、人とコミュニケーションをとるの
が一番の目標です。
　私は他の国の言葉を習うなら、一回ぐらいは
その国に行って実際にその国の人と話し、食べ
物を食べ、現地の習慣に合わせて暮らしてみて
こそ言葉もうまくなると思います。私は今、もっ
と日本人のように話せるようになりたいと思
い、イントネーションに気をつけています。日
本語は私に自信をもたらし、日本語の勉強を通
して語学に興味を持ち、その魅力にはまりまし
た。これからは、フランス語にも挑戦したいと
考えています。
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　私はポルトガル語を履修していますが、選ぼ
うとしたきっかけは地元の環境でした。生まれ
てから今まで豊田市に住んでいますが、工場な
どが多くある関係でブラジルの方が多く住んで
います。いつかブラジルの方とお話をしてみた
いなと子供の時から思っていました。第二外国
語を選択する際に良いチャンスだと思い、ポル
トガル語にすることを決めました。
　英語が苦手な私は授業が始まる前に、勉強し
ても授業についていけるかどうか、理解できる
かどうかなど、ポルトガル語に対して不安に
なっていました。しかし、実際に受けてみると
想像していたものとは違いました。英語とは似
ているようで全く異なる様式で、名詞には男性
名詞、女性名詞があることなどに新鮮味があり、
授業を進めていく中で興味が引き立てられてい
きました。そして、単数や複数によって男性名
詞、女性名詞のスペルは変わってきますし、複
雑なところが難点ですが、それがまた面白いで
す。動詞は主語に合わせて変化するので、規則
動詞では語尾を変えればいいだけですが、不規
則動詞になると主語に合わせた単語を覚えない
といけないですし、現在形や過去形、未来形で
もそれぞれ異なったりするので大変です。自分
がポルトガル語を分かってきた時の面白さが良
いところです。発音も独特で、巻き舌など日本
語では発音しないようなアクセントが多く、声
を出してポルトガル語を読むときは、なるべく
先生の発音通りにするよう努めています。
　授業とは関係なく、ポルトガル語は英語のス
ペルと似ていると思ったことがありました。授
Lingua創刊号.indd   7 12.12.1   9:46:11 AM
2012年12月Lingua8
業とは別に、授業を受けている時、板書したノー
トを眺めていた時に新しい発見を調べてみよう
と思うこともあり、色々と知りたいという勉強
意欲が湧いてきます。
　ポルトガル語は、英語のように難しいという
ようなことはなく、面白いし積極的にスキルと
して身に着けていきたいと思えるような語学で
す。愛知県などは、特に外国の方と関わること
が多いと思うので、ポルトガル語を勉強してコ
ミュニケーションができたらと思います。
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　私が第二外国語を韓国語に決めた理由は、
大学入学当時、友人の影響で韓国ドラマや
K-POP に夢中になっていたからでした。そん
な単純な理由で学び始めた韓国語ですが、日本
語と文法が同じで、似たような発音の単語が多
く、非常に学びやすい言語だと感じました。
　簡単な会話や文章が読めるようになった昨年
の夏、私は韓国フィールドワークに参加し、ま
たその半年後には友人と 2 人で韓国旅行へ行く
機会がありました。フィールドワーク参加時は
通訳の現地学生と共に行動していたため、韓国
語を使わなくても不自由はありませんでした
が、個人旅行となるとそうはいきません。明洞
や南大門などの観光地は日本語が通じる場合が
多いですが、私たちが宿泊したホテルの周辺は
ほとんど日本語が通じず、初日に夕食をとるた
めに入った食堂では入店してから退店するまで
の間ずっと不安で、戸惑っていたことをよく覚
えています。しかし、そこの店員さんは韓国語
が不自由な私たちに、文章を簡単な言い回しに
変えて何度も説明して下さったり、話しかけて
下さったりしました。それに対して、私たちも
知っている単語を使って、たとえ文法や発音が
間違っていても何か一言は返すように心がけま
した。ほんの少しですが会話できたことがとて
も嬉しく、それ以降はできる限り入った店先で
は韓国語を使おうと決め、実行したことでとて
も充実した時間を過ごすことができたと思いま
す。そして、次に韓国に行く時には「もっと会
話ができるようになろう！」という新たな目標
を立てるきっかけともなりました。
　この経験から何か母語でない言語を学ぶ際、
ヤル気を継続させるためには、その言語を母語
とする人との関わりを持つことが非常に重要だ
なと感じています。また、ただ教科書や参考書
で勉強するだけではなく、たまにはその国のド
ラマや映画、音楽などを使用して、楽しみなが
ら学ぶことも良い息抜きになります。
　大学に入学して、ただなんとなく第二言語を
学んでいる方も多いと思いますが、私はただ単
位のために第二言語を学ぶのは非常にもったい
ないと感じます。単位取得以外にも何か目的や
目標を持って学ぶ方が、より充実した学習がで
きるのではないでしょうか。それがどんなこと
であれ、糧になるのであれば、その言語を学ぶ
十分な理由になると思います。
　皆さんタイってどんなイメージですか？私は
愛知大学に入学して第２言語で履修する以前
は、象のイメージしかありませんでした（笑）。
日本で普通に生活していたらタイ語をみる事は
ないし、聞くこともないと思います。しかし、
タイって意外に日本と大きく関わりがあるので
すよ。昨年、タイの大洪水でたくさんの日本を
代表するメーカーが被害を受けたのは記憶に新
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